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令和４年 ３月２２日 

船橋市立芝山西小学校 

１ 今年度の傾向と対策 

国語 

・問題形式別では、「短答式」に関する項目が一昨年度より正答率を上回っており、特に「話すこと・ 

聞くこと」に関する設問に対して成果が表れていました。学級で話の聞き方を指導し、落ち着いた授業

参加の結果であると考えます。 

・「言葉の特徴や使い方に関する事項」に関する問題が、他の項目より正答率が低くなっていました。漢

字学習、正しい言葉の使い方などの基礎基本の定着を図る必要があると考えます。 

・「記述式」の項目は正答率が低くなっているので、自分の思いや考えを「書く」ことに慣れていく指導

が必要であると考えます。 

 

算数 

・「図形」「測定」において一昨年より大きく数値が上がっていました。日々の学習において、量感を捉え

るための手立てを行った結果が表れていると考えます。引き続き、具体物などを使用し、分かりやすい

授業を心掛けていきます。 

・領域別に見ると「数と計算」「変化と関係」「データの活用」に関する問題については、全国平均と比べ

正答率が低くなっていました。 

・問題別に見ると「記述式」「短答式」「選択式」の項目で課題が認められ、全国平均を下回っています。

特に「記述式」の項目は正答率が低いため、“基礎基本の定着”や“自分の考えを文章で説明する”などの

学習を図る必要があります。 

・各項目においての課題に対して、授業内や夏休みを利用した「サマースクール」等で、基礎・基本の定 

着を図れる手立てを取っていきます。 

 

質問紙（学習状況調査） 

・「国語の指導法」「算数科の指導方法」「生徒指導」「学校運営」「授業改善」については全国に比べ高い

結果となっていました。日頃より、教職員同士が「生徒指導の機能を生かした授業」「質の高い授業」

を志し、情報交換を行っているためであると考えられる。 

・児童の「国語への関心等」「算数への関心等」「規範意識」については全国に比べて高い数値を示してい 

ました。学校では、“授業が大切”であり、“決まりを守って生活しよう”という意識が認められる結果で

あると考えます。 

・「家庭や地域との連携等」については、コロナ禍ということもあり、ポイントは低く、課題が認められ 

ました。宣言が解除された今、少しずつ連携を回復していく必要がると考えています。 

・「自己有用感」「生活習慣・学習習慣」は、ポイントが低くなっていました。“自分に自信がない”“学習



に関心はあるがどのように学習を進めたらよいかわからない”という児童が多いため、「自信をもって

自分から」という意識をもてるように、支援していくことが課題であると考えています。 

・「生活習慣」については学力と大きく関係している結果となっています。「夜同じ時刻に寝ていない」

「ゲームやテレビを長時間行う」などのポイントが高くなればなるほど、学力が落ちていく傾向にあり

ます。学力向上のためには、家庭との連携が必要であると考えています。 

 

 

２ 学力向上に向けた今後の方針 

 

 

②「朝学習」の活用 

   「朝学習」の時間を生かし、基礎・基本（漢字の読み書き・語彙力を増やす）を十分に身につけ

させる。 

 

① わかる授業・考える授業の実践 

学習への意欲を向上させる授業実践を行っていく必要があると考えます。特に中位層より下の児

童に対しての学習支援は必要であるため、初若年層の教員は、授業研究や各種研修の機会を生か

し、教材研究や指導法研究に取り組んでいきます。「考える授業」とは、発問に対して、自分なり

の意見・考えのある授業のことです。また、授業の最後には学習問題とまとめが明確且つ対応して

おり、児童が「わかった」と実感できることが大切であると考えます。 

②「言葉の特徴やきまりに関する事項」の指導を確実に 

   物語や説明文の指導に時間をとられがちであるが、「言葉」の単元も確実に指導することが大切

だと考えます。また、物語や説明文の単元の中にある言語事項の指導も見落とさず確実に行うこと

が今後の学力向上につながると考えています。 

③「朝学習」の活用 

   「朝学習」の時間を生かし、基礎・基本（漢字の読み書き・語彙力を増やす）を十分に身につけ

させる。 

 

 

 


